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データから見た業界の動き（平成28年8月分）
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業界の動き業界の動き
●情報連絡員からの景況報告の概要

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）
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●DI値 ▲8（前年同月比＋8）
●業種別DI値
　製造業 ▲10（前年同月比＋10）
　非製造業 ▲7（前年同月比＋6）
●前月比DI値
　製造業 　不変
　非製造業 　3ポイント改善

●DI値 ▲12（前年同月比▲12）
●業種別DI値
　製造業 ▲15（前年同月比±0）
　非製造業 ▲10（前年同月比▲20）
●前月比DI値
　製造業 　5ポイント改善
　非製造業 　3ポイント悪化

●DI値 ▲22（前年同月比▲6）
●業種別DI値
　製造業 ▲15（前年同月比±0）
　非製造業 ▲27（前年同月比▲10）
●前月比DI値
　製造業 　5ポイント改善
　非製造業 　20ポイント悪化

　平成28年8月の山梨県内の全業種のDI値（前年同月）は、売上高マイナス8ポ
イント、収益状況マイナス12ポイント、景況感マイナス22ポイントと悪化した。
　前月比では収益状況は不変、売上高は改善の兆しだが、景況感がマイナス10
ポイントと急激に悪化した。製造業は前月比の売上高は不変、収益状況、景況感
は5ポイント改善した。非製造業は前月比売上高は3ポイント改善したが、収益状
況は5ポイント悪化、景況感はマイナス20ポイントと大幅に悪化している。
　中国をはじめとする海外経済の先行きに対する懸念が深まり年初から半年で
15円以上上昇した円高と株価の低迷が続いている。
　製造業では、収益、景況感の小幅な改善は見込めるが原材料の値上がりや受
注の停滞、輸出の不調により先行きを懸念する報告が寄せられた。
　非製造業では、これまで追い風だった中国人観光客の減少、中国人バイヤー
による宝飾品買い付けが高額品から低額品に移行等、円高や中国政府が低迷す
る国内消費を活性化するため、海外で購入した商品を国内に持ち込む際にかか
る関税を、2016年4月から引き上げた影響が出始めている。
　また、8月として1962年以来54年ぶりに4個上陸した台風の影響による生鮮
食料品の値上がり、建設業を中心に公共工事の減少等、不安要因が増し景況感
を悪化させた。
  今後、地方の中小・小規模企業でも海外経済の変動の影響を受けやすくなるた
め、市場ニーズを取り入れた新商品開発や新たな販売チャンネルの開拓、人材
育成等、将来を見据えた取り組みが重要である。
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平成28年
■製造業
●食料品（水産物加工）／ギフト関係はスーパー、
百貨店向けが不調。ホテル・レストラン等向けの
生食材が伸長し、全体の売上は前年同月比
124%だったが、原材料の値上げなどにより利益
には繋がらなかった。

●食料品（洋菓子製造）／量販店向けOEMの焼
き菓子や冷凍ケーキが好調のうえ、自社製品の
輸出も回復したが、量販店、専門店向けが不調
だったため全体の売上は104%。

●食料品（製麺）／猛暑が続き、売上は伸びなかっ
た。

●食料品（菓子）／消費者からの要望などを取り
入れた新商品開発によって、8月は閑散期であ
るにもかかわらず売上が昨年度同月比135%。

●繊維･同製品（織物）／裏地や傘地は低調だが、
インテリア関係は高級ホテル関連の受注が順調。

●繊維･同製品（アパレル）／婦人服の販売チャン
ネルが個店、量販店からネット販売にシフトして
いる。

●印刷／不景気感が強い。

●窯業・土石（砂利）／骨材需要は低迷。中部横断
自動車道のトンネル工事が難航しており開通予
定の遅れ等、不安材料が増えている。

●窯業・土石（山採石）／中部横断道自動車道関
連の特殊製品需要により短期的に増加したが、
H28年4～7月の製品出荷量は減少傾向が続い
ている。また、諸資材の高騰により利益は無いに
等しく、設備投資が出来ない状況が続いている。

●鉄鋼・金属①／昨年より少し好転したものの、全
体的には横ばい状態。

●鉄鋼・金属②／厳しい状況が続いている。
●一般機器／電子部品の生産、半導体製造装置
は好調だが、円高で受注が停滞することもある
ため先行き不透明。全体的には横ばい傾向が
続いている。

●電気機器①／製品の製造より既存設備の改修
が多く、利益率は上がっている。

●電気機器②／円高傾向による輸出関連の不
調、国際的な政情不安などで国内の中小企業
からの受注が減少。

■非製造業
●卸売（ジュエリー）／中国バイヤーの大量購入
もなく、購入商品の価格帯も高額から中・低額商
品に移行。

●小売（青果）／8月は台風により東北、北海道を
中心に農作物に大きな被害が出ていることから、
品不足による価格上昇の影響により荷動きが安
定せず、今後、収益にも影響が出てくると予測。

●小売（食肉）／山梨県内における生産者の高齢
化により年々生産量が減少しているため、県内
の牛・豚肉の仕入価格が全国平均より高値。

●小売（電機製品）／オリンピック効果もありテレビ
の売上は若干上昇したが、エアコン、冷蔵庫の
売上は大幅な減少となり、業界全体でも対前年
で大きく売上が落込み、地域店ベースでは対前
年同月比21%減。

●小売（石油）／原油価格の上昇に伴い卸売価格
も若干上昇したが、小売価格に反映できず収益
を圧縮。

●宿泊業①／中国人観光客数が減少傾向。
●宿泊業②／全般的に訪日外国人が減少傾向だ
ったが、国民体育大会関東ブロック大会が本県
で開催されたため高い操業度となった。

●美容業／お盆以降入店客数が減少したため、広
告掲載やキャンペーン企画などを各店舗で行っ
ているが、消費者マインドが冷え込んでいるため
動きが見られない。

●廃棄物処理（一廃系）／甲府市環境衛生センタ

ーの廃止・移転に伴い、新設される境川センター
へのゴミの混載搬入を防ぐため、各自治体の収
集車に色分けした「たすき」表示をするよう通達
があった。自治体ごとに色分けしたタスキ表示さ
れた車両では他の自治体で使用できないため、
経営悪化を招く要因となる。

●警備業／夏期の各種イベントや公共工事の前
倒し発注等により警備量が多く、警備料金の改
定により警備業界の景気は好転。しかし、警備員
不足と警備員の高齢化により受注に応えられな
い状況が続いている。

●建設業（総合）／8月の県内公共工事動向は、前
年同月に比べ件数は3%、請負金額は44%減
少。8月までの累計では、件数で3%、請負金額
では5%増加。

●建設業（型枠）／8月に入り公共民間工事ともに
多少動きが出てきたが、平年より動きが鈍い。9
月以降発注はありそうだが、一昨年に比べ大幅
に少なく不安を抱えている組合員企業が多い。

●建設業（鉄構）／会社の規模別で受注量の格差
が出始めている。

●設備工事（電気工事）／仕事量の減少に伴い売
上高も減少。東京オリンピック需要の仕事があ
る首都圏へ出稼ぎしている事業者が増加。

●設備工事（管設備）／仕事量の減少により収益
が悪化。また、配管工等の職人や経営者の高齢
化により技能者確保が難しい。

笠井 伸二 氏有限会社　山十製紙　代表取締役
（西嶋和紙工業協同組合　理事長）

　弊社は400年の歴史を持つ西嶋手漉き和紙の技術を継承し、書道用画
仙紙や半紙などを作り続けて120年になります。2代目「笠井成高」は技
術革新に取り組み、少ない労力で均一な和紙を効率的に製造する技術を
開発、「セイコー式半自動抄紙機」として昭和45年に特許を取得し、今で
はその技術はアジア全域に及んでいます。
　ミツマタを主原料とした西嶋手漉き和紙は光沢のある平滑な紙で、毛
筆に適していることから書道家に好まれ全国的に広がりました。しかし、
書道用紙の需要が数十年前に比べて減少したことと価格の安い中国産の
書道用紙が大量に輸入されるようになったため、西嶋和紙全体の生産量
も減り、このままでは伝統ある西嶋の和紙が衰退してしまうと思いました。
そこで、3代目の代表取締役に就任後に、需要の多いインクジェットプリ
ンター用の和紙の開発に取り組みました。

　墨となじみの良い西嶋手漉き和紙は、にじみを抑えた美しいカラープ
リントが可能で、ミツマタを使ったことで色が変化しにくいことから、現
代らしい和紙の使い方として高い評価を受けています。その他にも、古文
書修復用紙、和紙壁紙、和紙オルゴール、紙幣の裁断屑を再利用した縁起
物の団扇・扇子・カレンダーなどを、独自の技法で作り上げました。現代の
生活に和紙を適合させるために、和紙の新しい用途に目を向けています。
　現在は、動植物や名画を題材に細密な下絵が描かれた「大人の塗り絵」
が世界的に流行していることから、「富嶽三十六景」を題材に西嶋手漉き
和紙の特徴を生かした「塗り絵」の商品開発を行っています。歴史や伝統
を守り続けながら時代に合ったモノづくりをすることで生き残りにつな
がると思い、伝統和紙を現代と融合させる新しいモノづくりにチャレンジ
していきます。
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